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ゴットルの生活思想
吉田和夫
I 序
ゴットル (Gottl-Ottlilienfeld,Friedrich von)ほど経済と経営の根底
に，従来の言葉にとらわれず，自らの思考で迫らんとしたものは数少ない。
それだけに思考の展開が余りにもユニークであったため，人々の関心をほ
とんど集めなかった。ゴットルはひたすらわが道を歩み続け，皮肉にもナ
チスの時代に入ってはじめて注目されるようになった。それ以後，ゴット
ルはナチスのゴットルという烙印を押され，今日に至っている。
しかしいまや，競争至上主義のもたらす弊害が顕著に見られ，人間問題
や環境問題を通して，人と人，人と自然，人と社会のつながりが重視され
ている今日，改めてゴットルの生活思想を見直すことはけっして無意義で
はないであろう。実際，ゴットルは19世紀末から20世紀前半にかけての激
動期を通じて，常に生活思想をもって経済や経営の問題をとらえんとして
きたのである。
では，ゴットルの生活思想とはいかなるものか，それが今日，どのよう
な意義をもっているか，以下，ゴットルの生活思想について述べてみたい。
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I 人間共同生活と構成体論的思考
ゴットルは一貫して，生きるという意味の根本を問いつつ，そこから広
く経済の本質と問題を明らかにせんと努めてきた。人間にとって生きると
は生活することであり，人間共同生活 (menschlichesZusammenleben) 
を営むことである。これがゴットルの出発点であった。
いま，生きるという人間共同生活の営みをさらに深くとらえて見ると，
そこには， H常の体験された活動 (Wirken)が日々，持続 (Dauer)され，
しかも統一 (Einheit)されて環境に適応 (Einpassung)していることを知
る。この活動，持続，統一，適応がわれわれの生活それ自体であって，こ
こにはわれわれの体験された日々の生起事象(Geschehen),つまり出来事
を持続させ，存立させるべく統合 (Zusammenordnung)するという働き，
いいかえれば秩序づけるという働きが必ず見られる。このことは，われわ
れの日常の家庭生活を見れば直ちに分かることである。われわれの日常の
家庭生活は日々，いかに秩序立って営まれていることか。
実は，この統合するという働きが構成 (Gestaltung)であって， したが
って統合とは，体験された生起事象を持続させ，存立させるべく秩序づけ
ることを意味するのである。この際，この構成するという働きを担う者が
構成者 (Gestalter)であって，このようにして構成された統一体が構成体
(Gebilde)なのである。このように見ると，人間共同生活のすべてが構成
体，さらにいえば社会構成体として営まれることになる。この構成体は人
類の歴史と共に古く，今日では，家庭，企業，学校，寺院，軍隊，官庁，
国家などとして現れている。まさしく，人間共同生活としての構成体は時
空を超えてすべて相関連し，一つの巨大な流れとしてわれわれの日常の生
活を貫いている。このように人間共同生活を構成体として把握する思考が
構成体論的思考 (Denkenin Gebilden)なのであって，そこには人間共同
生活の構成という生活思想が厳然として横たわっている。
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人間の生活の日々の営みを構成体に即して把握せんとする構成体論的思
考によって，まずは，個人と構成体との関係が生活主体としての個人と生
活主体としての構成体との関係として問われることになる。個人の生活は
まさしく，構成体の生活に即して営まれ，構成体の生活はまた同時に，個
人の生活に即して営まれる。個人は個人としての主体的な生活の営みがあ
ると同時にまた，主体的な構成体の生活において一つの役目につき，個人
を超えて意欲し，行為するという生活を営む。このことはたとえば，個人
は個人としてどこまでも主体的な生活を営むと同時にまた，会社人として
の会社生活を営むというごくあたり前のことを指しているわけであるが，
ここに構成体論的思考の日常接近的な特色がある。実に，個人も生ける存
在であり，構成体も生ける存在であって，両者を生ける関係においてとら
えるには，構成体論的思考よりほかはないというのであろう。確かに，個
人は抽象的にはともかく，具体的には何らかの構成体と共にある。
では，人間共同生活としての構成体はいかに構成されるか。まず，人間
共同生活の根源たる家庭と国家について考えて見よう。
いうまでもなく，われわれがこの世に生を享けるということは，家庭と
国家という構成体と共にある。もちろん，家庭と国家の源は古く，太古以
来，様々な移り変わりを遂げてきたが， しかし，人間共同生活という共同
体 (Gemeinwesen)であったことには変わりはない。実は，人間共同生活
をゲマインヴェーゼンという超歴史的な，超社会的な共同体としてとらえ
るところに，構成体論的思考の特色がある。
この共同体はまずはもともと，生活における一致・親和 (Lebenseintra-
cht)の関係にあり， したがって人間共同生活はこの関係を基礎に，われわ
れという連帯意識をもつ秩序として構成される。共同社会への構成 (Ges-
taltung zu Gemeinschaft)がそれである。そこでは，たとえば，家族愛や
祖国愛がいかに構成されるかが問われる。いわゆる社会学の問題である。
とはいえ，共同体があくまでも個々人から成る以上，そこには必ず生活
における不一致・背反 (Lebenszwietracht)の関係が生じ，人間共同生活
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においてそれを克服することが問われる。ここに，強制 (Zwang) と自由
(Freiheit)の持続的調和の秩序の構成が求められる。いわゆる権力社会へ
の構成 (Gestaltungzu Machtschaft)がそれである。家庭が家政として問
われ，国家が権力社会として問われる。とくに後者は今B,政治学の問題
である。
さらに，共同体では人々の衣食住という基本的な生活が問われる。そこ
では必ず，生活における不足・辛苦 (Lebensnot)が生ずる。それをいかに
克服するか。ここに欲求 (Bedarf) と充足 (Deckung)の持続的調和の秩
序の構成が求められ，経済社会が構成されて，家計と国民経済が問われる。
経済社会への構成 (Gestaltungzu Wirtschaft)がそれである。ここに至
って，経済の問題が社会や権力との関係で問われ，あくまでも広く人間共
同生活をいかに構成するかという問題の一環として位置づけられることに
なる。したがって，経済とは何か， という問いに対しては，経済とは，欲
求と充足の持続的調和の理念の下，人間共同生活を構成することであると
いう答えが返ってくる。ゲマインヴェーゼンを碁底に，まずはゲマインシ
ャフトヘの，次にマハトシャフトヘの，最後にヴィルトシャフトヘの構成，
ここにゴットルの生活思想の根幹を見る。
I 経済と技術
確かに，家庭と国家はわれわれの生活の根源として，根源構成体 (Ur-
gebilde)としての性格をもち，欲求と充足の持続的調和の理念の下，人間
共同生活が構成され，営まれている。しかし，現実にはそこに，家庭と国
家とは異なる企業という構成体が働いている。この同じく構成体としての
企業はいかなる性格をもっているか，それを経済と技術との関連を通して
明らかにせんとすることが， もともと生活思想に支えられた構成体論的思
考のさらなる特色なのである。
欲求の根源はもともとわれわれの意欲 (Wollen)にある。この意欲を充
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実(Erfilllung)せんとするのが，われわれの生活そのものである。しかし，
この意欲を充実するためには必ず，その条件として何らかの客体に対する
支配の要求が生まれねばならない。いま，この要求を欲求と呼ぶならば，
この欲求を充足することによってはじめて意欲が充実される。これは，個
人の生活や構成体の生活を通じて妥当する生活の一般原理である。食欲は
パンに対する欲求を生み，それが調達，充足されることによってはじめて
食欲が充たされる。
しかし，意欲は無限であり，それを充たす欲求・充足をめぐる能力
(Konnen)は有限である。ここに必ず，この意欲と能力との間に緊張関係
が生じ，この関係からもたらされる不足・窮迫を少しでも克服せんとする
意欲が生ずる。この意欲にそって技術が生まれ，かつ進歩する。このよう
に見ると，経済は意欲の次元の問題であり，技術は能力の次元の問題であ
るといえよう。実は，ここから企業という構成体の家庭や国家と異なる特
殊な役割が浮ぴ上ってくる。
企業はもともと歴史的に見ても，家庭から派生したものであり， したが
って家庭に仕えることがもともとの企業の役割である。企業はまずは家庭
のためにある。この企業が自己の役割を果たすためには，収益性を追求し
つつ，品質のよい財を豊富にかつ経済的に家庭に提供しなければならない。
そのためには，企業は何といっても技術力を高めなければならない。技術
の場はまさしく企業にある。この意味において企業は，家庭や国家の根源
構成体と異なる目的構成体 (Zweckgebilde)であり，収益性の追求という
点から見ると，営利構成体 (Erwerbsgebilde)である。
ところで，確かに技術の場は企業にあるとはいえ，さらにこの技術の在
り方を深く追求して見ると，技術は，広く構成体の構成において秩序づけ
られる三つの要索の諸過程と密接な関連にあることが分かる。まずは，人
の仕事 (Verrichtung)の過程であり，次に，物の使用 (Gebrauchung)の
過程であり，第 3には，物の消費 (Verbrauchung)の過程である。この仕
事と使用と消費は，あらゆる構成体の構成部分をなし，それぞれの構成に
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おいて，仕事は役目 (Stellung)として，使用は設備 (Anlage)として，
さらには消費は貯蔵 (Vorrat)として秩序づけられる。このように秩序づ
けられ，統合されたのが経営 (Betrieb)である。したがって，経営は部分
構成体 (Teilgebilde)としてあらゆる構成体に含まれる。日常の家庭の卑
近な例として，食事の際に，食物が食卓に運ばれるということ，食卓で食
器が使用されるということ，食物そのものが飲み食いされるということ，
それ自体がすでに経営なのである。このように見ると，森羅万象にわたっ
て経営が見られるということになる。構成体論的思考による経営のとらえ
方は確かに広い。
かくして，企業はもちろん，構成体として経営をもつ。いなむしろ，企
業の場合は，部分構成体としての経営の役割はきわめて大きく，経営は技
術体として技術の場になっている。ここに，企業と経営，経済と技術とい
う問題が問われることになる。実際，企業は直接的には，営利構成体とし
て収益性の追求を目的としており，その意味であくまでも経済体であるが，
経営は技術体としてこの経済体に仕えるとう性格をもつ。いま，この技術
体としての経営を工場と考えるならば，いわゆる会社と呼ばれる企業は多
くの工場をもつことになる。この基本的な経済と技術との関係が統轄
(Dominate)と限定 (Determinante)という関係で示され，限りなき経済
的意欲に根ざす統轄に対して，限りある技術的能力が限定として働くとい
うのである。たんなる目的・手段とか，原因・結果とか，はたまた関数関
係とは異なる意味合いをここに見出すことができる。
ともあれ，経営は部分構成体として，すべての構成体，いいかえればす
べての完全構成体 (Vollgebilde)に含まれるわけであるが，いまこの完全
構成体を企業としての営利構成体と見るならば，そこに包括される経営は
技術的理性 (technischeV ernunft)に支えられた技術的合理化(technische
Rationalisierung)に貫かれ，経営力 (Ertriebswucht)という特殊な用語
で呼ばれる経済性を高めんとする。この技術的合理化はさらに商的理性
(kommerzielle V ernunft)に支えられた企業の商的合理化 (kommer-
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zielle Rationalisierung)に仕え，収益カ (Ertragswucht)の増大に貢献せ
んとする。はたまた，この商的合理化は結局，国家の経済的理性 (wirt・
schaftliche V ernunft) に支えられた国民経済的合理化 (volkswirtschaftli•
che Rationalisierung)に仕え，独特の意味をもつ生活力 (Lebenswucht)
の向上に寄与せんとする。経済と技術との関係は結局は，この生活力の向
上に連なるのである。
経営はそれ自体，すべての構成体の経済の営みを貰く不変的なるもので
ある。家庭や国家の根源構成体はいうまでもなく，目的構成体たる企業も
経営を包括する。しかし，企業は広く構成体の一つの経済的な型として現
れ，やがてわれわれの経済生活から消え去るかも知れないものなのである。
企業はけっして不変的なるものではない。実は，この認識が構成体論的思
考の要となっているのであって，ゴットルはとくに，企業から家庭や国家
を見るのではなく，家庭や国家から企業を見るべしということを訴えんと
したのであろう。では，このことがさらにどのような意味をもっているか，
家庭と企業と国家について見てみたい。
IV 家庭・企業・国家
改めて家庭 (Haus)と企業 (Unternehmung)と国家 (Staat)をとらえ
直して見ると，まずは根源構成体としての家庭は，ゲマインシャフトヘの
構成としては家族 (Familie)があり，マハトシャフトヘの構成としては家
政(Haushaltung)があり，ヴィルトシャフトヘの構成としては家計(Haus-
halt)がある。同じく根源構成体としての国家あるいは国 (Land)は，ゲ
マインシャフトヘの構成としては国民 (Volk)があり，マハトシャフトへ
の構成としては国家があり，ヴィルトシャフトヘの構成としては国民経済
(V olkswirtschaft)がある。これに対して，企業は構成体それ自体として
は，あくまでも自己自身，生きんと欲するがゆえに収益を獲得せんとする
ものであるが， しかし，根源構成体と異なる目的構成体としての，さらに
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いえば営利構成体としての性格をもち，家庭や国家の如くけっして不変的
なるものではない。いま，これら家庭・企業・国家を厳密に，ヴィルトシ
ャフトヘの構成という次元でとらえると，家計・企業・国民経済というこ
とになる。とはいえ，われわれのごく日常の言葉としては，これら三者は
それぞれの構成の次元にとらわれず，家（イエ），会社（カイシャ），国（ク
二）と呼ばれることが多く，これらの言葉にわが国独特の意味合いが含ま
れていることをここで見落としてはならない。
ところで，家庭と国家は根源構成体であり，企業はH的構成体であると
しても，それらは同一次元にあるかといえば，決してそうではないとする
ところに，いま一つの構成体論的思考によるとらえ方の大きな特色がある。
まずは，広く国と呼ばれる国家は家庭や企業を包括する包括構成体 (Um-
gebilde)であり，これに対して包括される家庭や企業は在内構成体
(lngebilde)であるというのである。この包括構成体と在内構成体との関
係が構成体論的思考にとってはきわめて重要となる。そこには確かに，こ
の思考にとっては当然のことであるとはいえ，国家が一つの生ける構成体
としてとらえられ， しかも生ける家庭や企業の在内構成体を包括して，そ
こに生ける関係が問われんとしているからである。家庭は根源構成体であ
ると同時に在内構成体であり，企業は目的構成体であると同時に在内構成
体であり，国家は根源構成体であると同時に包括構成体なのである。ただ
ここで一言，国家は生ける構成体であるとはいっても，それは国を代表す
る官庁によって運営され，その官庁がまた一つの在内構成体であり， しか
も家庭や企業と異なるいわゆる代表的な在内構成体であることをここで見
落としてはならない。
さて，根源構成体たる家庭は，われわれの個人的生活の源であり，その
家庭の維持・向上のために，それぞれ個人は一般に，企業と呼ばれる目的
構成体において一定の役目につき，その仕事を果たしつつ，広く国や社会
に貢献している。これがごく日常のわれわれの生活である。その際，得ら
れた企業からの収入の下，いろいろな経済的配慮 (wirtschaftliche
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Erw~gung) と技術的判断 (technischesU rteil)を行う。たとえば，家庭
は様々な生活的欲求や社会的欲求や文化的欲求をもち，それを充足するた
めに様々な配慮を行っている。その際，常に肝要度や緊急度などが考慮さ
れている。いま，様々な欲求をめぐって住宅の増築ということに配慮が落
ち着くと，次に，いかにその増築を経済的に行うかという技術的判断がな
される。もちろん，両者は事実，絡み合っているが， しかし，経済と技術
という二つの次元の問題であることには変わりはない。経済的配慮とはま
さしく，欲求の充足にさいして様々な欲求を秩序づけ，順序づけることで
あり，技術的判断とは欲求の充足にさいして，できるだけ可能な経済性判
断を下すことである。このことは，根源構成体たる国家にも当てはまる。
国家は包括構成体であり，家庭を包括する。その意味で確かに，国家は
最高の構成体である。国家は時には，国民の共同体として社会的性格をも
ち，また時には，国家自身として政治的性格をもち，さらに時には，国民
経済として経済的性格をもつ。国家はまさしく，個人の生命を超えて持続
する歴史性と文化性をもった共同体であり，個々人の国家意識に支えられ
たものである。この国家も当然，生ける根源構成体として生活的欲求と社
会的欲求と文化的欲求をもち，たとえば，生活的欲求としては国民生活の
維持・向上を，社会的欲求としては治安の維持や公共施設の充実を，文化
的欲求としては学問や芸術の促進を意図し，種々の経済的配慮とそれに伴
う技術的判断を行う。ここにおいて，国家は何よりもまず，生活的欲求の
充足として，在内構成体としての家庭を扶助 (Versorgung)しなければな
らない。そこには雇用，福祉，医療など様々な生活問題があり，国家と家
庭はまさしく生命体的な関係にある。たとえば，家庭の存立それ自体がす
でに国家という共同体に貢献していることになる。
国家はそればかりではない。同じく在内構成体としての企業に対しても
包括構成体としての役割を果たさねばならない。
企業はいうまでもなく目的構成体として収益性を追求しつつ，また同時
に家庭と国家に貢献している。その貢献の支えとなっているのが技術体と
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しての経営であり，そこでの技術である。企業はもともと，根源構成体た
る家庭や国家の本来的な欲求の充足に応えるためにあり，けっして企業の
一方的な収益性という欲求の充足のためにあるのではない。そこには，根
源構成体たる経済の統轄と目的構成体たる技術の限定という関係が見られ
るだけである。しかし，問題はそう簡単ではない。実は，企業は市場にお
いてあるからである。この市場はいうまでもなく，歴史を超えて古く，も
ともとその源を索朴な交換に求めることができるが，その交換がやがて市
場をもたらし，商人を生み，競争の下，一定のルールを生み出させた。こ
のルールが風俗，習慣に基づく慣習規制 (Brauchregelung)なのである。
市場における企業間の競争はまずは，この慣習規制の下にあり，それは今
日でも変わらない。
それだけではない。市場での競争がますます激しくなると，各企業は市
場の動きに応じて，たとえば，自らで生産や設備の増減を行い，それでも
って市場に適応せんとする。ここに，自己規制(Selbstregelung)と呼ばれ
る事態が見られるようになる。今日の市場はまさしく，この自己規制を基
としている。ところが，自己規制の下，企業は激しい競争に打ち克つため
にますます収益性の追求に専念し，ここに， とくに家庭に対しては本来の
仕えるという任務を忘れるどころか家庭の破壊さえも敢て辞さないという
行動に出るようになる。今日，人間問題や環境問題が叫ばれるゆえんであ
る。ここに至って，包括構成体たる国家は，在内構成体たる企業に対して
何らかの処置を行わねばならない必要に迫られてくる。家庭のために行わ
れる国家による企業の規制，指導規制(Leitregelung)と呼ばれるものがそ
れである。そうでなくとも，この指導規制は本来，市場に特有のものであ
って，市場の活動をできるだけ生々と実現してゆくためには，国家の市場
への積極的な介入が必要となるのである。たとえば，自由競争によって生
まれた独占がかえって公正な自由競争を阻害するという傾向を生み，そこ
に独占化を規制するという指導規制が問われる場合がそれである。指導規
制は，市場の活発化を促進するために必要なばかりか，また人間問題や環
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境問題を惹き起こす企業の横暴を抑制するためにも必要なのである。その
意味で国家は市場を守り，企業を健全な活動に導かねばならない。指導規
制はあくまでも，自己規制を基底にした指導規制なのである。
家庭や企業を在内構成体として国家が包括し，国家も包括構成体として
生ける構成体であるととらえるのが構成体論的思考の特色であった。この
場合やはり，国家が最高の構成体としてとらえられるところに，様々な問
題点が横たわっていたのである。たとえば，この思考が直ちにナチスに迎
えられ，傾いたのもこの点にあった。しかし，この思考はもともと，けっ
してそのような浮薄なものではなかった。国家を家庭と並ぶ根源構成体と
してとらえ，そこに脈々として流れる不変的なる生活の営みを見ると共に，
企業をあくまでも目的構成体として可変的なるものとしてとらえ，その企
業をもともと家庭に仕えるものとして，包括構成体たる国家はあくまでも
家庭たる国民の立場からその企業を指導規制すべしという思考はそれ自体
それなりに，納得のゆく深さをもっていたのである。では，その指導規制
をめぐる判断とはいかなるものか。
v 生活力と存在論的価値判断
もともと価値判断には大きく，論理的判断(logischesUrteil), 目的論的
判断 (teleologischesUrteil), 観念論的判断 (ideologischesUrteil), 存
在論的判断 (ontologischesUrteil)がある。いうまでもなく，思考上の論
理の運ぴの正しさを問う論理的判断と，目的・手段の関係に基づく方法上
の正しさを問う目的論的判断とは共に，学問上，客観的な妥当性を問うも
のとして客観性があるとされているが，これに対して観念論的判断は全く，
一定の世界観やイデオロギーに基づく客観的な妥当性なき判断として，学
問上，客観性なきものとされている。ところが，最後の存在論的判断はま
さしく，構成体論的思考に特有の判断として構成体の在り方の正しさを問
う判断とされている。
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では，この在り方の判断とは何か。何はともあれ，国家は様々な経済目
標を指導規制をめぐって樹立せんとしている。農業や工業の振興，国内市
場の育成，国民生活の安定などがそれである。そこで常に問われるのが，
それらの目標に対する適切な手段や方法の選択であり，さらに目標設定そ
れ自体の正当性である。いずれもなかなか困難な問題であるが，その場合
常に，国民経済の成果である社会的生産物が一つの尺度として問われる。
この最高度に求められる可能な社会的生産物の量に対して，いま一つの目
標として問われるのが，構成体論的思考に特有な国民経済の在り方である。
そこでは最も根本的な経済杜会への構成の良さの度合い (Giltegrad)が問
われるのである。この度合いがまた，独特の生活力 (Lebenswucht) とい
う指標で示される。つまり，生活の重み，国民経済の重みが問題となるの
である。いくら社会的生産物の量が増えても，国民経済それ自体に何か根
本的な動揺が見られるときには，その国民経済には重みがないというので
あろう。この生活力の大きさの判断，これが存在論的価値判断なのである。
とはいっても，現にこの生活力をどのようにとらえるか。この生活力は
確かに最も根本的には，経済社会への構成の良さの度合い，つまり構成体
それ自体の持続と存立への統合の度合いによって示されるとしても，この
次元は余りにも現実とかけ離れている。しかし，この生活力がわれわれに
問いかけている問題は十分に納得のゆくところである。家庭も国家もそれ
自体の存続を自己目的とする根源構成体であり，それだけにそれらの在り
方が生活力として問われることは十分に意義のあるところである。ただ一
言，目的構成体たる企業には直接，収益性という目標があり，この生活力
を企業でじかに判断することには限界があることをここで見落としてはな
らない。
VI 結語
すべて相関連する体験された生起事象の巨大な流れ，その中にあって構
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成するという営みがなされ，そこに構成体が構成されるという構成体論的
思考には，何か脈々として流れる自然なる人間の生命力が感じられ，かつ
その人間の主体的な営みの大なることが感じられる。構成体論的思考は恐
らくより根本的には，生の思想に貫かれたものであり，変わるものよりも，
変わらないものを追求せんとしたものであろう。 21世紀を目ざして，ただ
変わるものだけをひたすらに求めんとする風潮のある今日，変わらないも
のにかえって時を超えた価値を見出し，それを求めんとすることもけっし
て意義のないことではないであろう。むしろ今Bの逼迫した事情からして，
それが求められているのかも知れない。
構成体論的思考の核を根源構成体と目的構成体，包括構成体と在内構成
体に求め，家庭・企業・国家を通じてその思考の性格を生活思想に貫かれ
たものとして明らかにした。もちろん，それですべてが解明されたわけで
はない。まだまだ問われぬばならない問題は多々ある。しかし，構成体論
的思考が基本的には，共同体原理を基底に市場原理との統合を狙っていた
ことだけは確かである。この点，いろいろ問題のあるところではあるが，
いずれにしても，この市場原理と共同体原理の問題は今日，避けて通るこ
とはできないであろう。この意味において構成体論的思考の性格を改めて
検討することはけっして無意義ではないであろう。ゴットルがいまや改め
て見直されねばならない段階に来ている。
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